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た。日を追って会場の雰囲気は国王追悼ムードを色濃
くしていく。どのブースでも同国王に関する書籍を一
番目立つところに置いた。最終日までに、マティチョ
ン社のブースには立派な祭壇が設けられ、手を合わせ
る人の姿も見受けられた。一方その隣では、国王逝去
翌日の『日刊マティチョン』紙や追悼特集を組んだ『週
刊マティチョン』誌が販売され、相変わらず盛況を博
していた。
ところで、バンコクでは、その後に同年3回目とな
るブックフェアが開催された。その名も「国王のブッ
クフェア」。12月1日からの5日間にわたって開催され
た本イベントでは、プミポン国王や王室に関連する書
籍、同国王の追悼特集を組んだ雑誌などが多数販売さ
れたほか（写真2）、同国王関連の書籍の著者が次々と
登壇し、自著を語るトークイベントも同時開催された。
同国王の生涯を描いた漫画の編集者は、「漫画は子ど
もたちにプミポン国王の偉業を伝えるため」、「漫画な
ら楽しく読める」と繰り返し述べて、漫画が果たしう
る役割の重要性を強調した。続いて登壇した『国王と
王族の遺体の伝統』（2016年10月に第2版刊行）の著者
は、ラーマ8世以前の国王の葬儀を写した貴重な写真
を披露しながら、王族の葬儀の伝統様式を丁寧に説明
した。プミポン国王の葬儀はおよそ1年後に予定され
ている。多くの国民は国王の葬儀を経験したことがな
く、今後の推移には関心も高い。
「国王のブックフェア」初日は、ワチラロンコン新
国王（ラーマ10世）即位の発表と重なった。現在のと
ころ、新国王を詳しく紹介する書籍は数少ないものの、
新国王誕生を伝える新聞や、同国王の肖像を表紙に据
えた『週刊マティチョン』誌を手に取る人の姿もみら
れた。同イベントを振り返って、主催したマティチョ
ン社の社長はこう語っている。「人々は現在もラーマ9
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（写真2）「国王のブックフェア」で売られる『サーラカディー 』誌（12月2日）
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